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道徳科における「深い学び」を実現するカリキュラムデザイン
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3. 2.  糸我学級の実践





























3. 2. 3.  総合的な学習の時間とのつながり
　授業者は、和歌山市保健所主催の「わうくらす
















































































































3. 3.  道徳科の授業実践
　ここでは、図 5 で示された単元構想図の中で、一番
初めの道徳授業として位置づけたのは、教材名「目の
見えない犬」（学研教育みらい）である。すでに、こ
の授業に入る前に「わうくらす」の体験や和歌山城公
園動物園の飼育員からの話は体験済みである。
　「目の見えない犬」は、内容項目「D　生命の尊さ」で、
あらすじとしては、主人公が目の見えない捨て犬を拾
い、団地で飼うことができないか自治会長の坂本さん
に相談したが、住人の反対で飼うことができなかった。
しかし、子供たちの懸命に世話をする姿を見た坂本さ
んがもう一度住民にお願いをして最後は飼うことがで
きるようになったという話である。
　この話は、事前に活動した「わうくらす」の体験と
つながる面がある。「わうくらす」での学びがこの道
徳授業の心情を育んでいくためにつながることを想定
して授業が構成された。このときの指導略案が【資料
１】である。
　この授業を通して、児童の発言を振り返ってみると、
このまま目の見えない犬が飼われなかったら「殺処分」
されるという発言が度々されていた。この発言は、「わ
うくらす」の体験や職員からの講義から子供の心に大
きく残ったからと言えるだろう。また、子供の発言の
中には犬の幸せを考える発言もあった。このように具
体的に捨て犬の処遇が想像できたのは、事前学習での
「わうくらす」の影響であろう。
　ただ、このままでは内容項目が「D　自然愛護」で
終わってしまう恐れもある。今回の内容項目は生命尊
重であるので、「人の命」につなげていく必要がある。
今回、事前にわうくらすや動物園との交流で動物との
関わりを深めてきたが、もう一つ「命」に関する絵本
の読み聞かせも継続的に進められてきた。そのことが、
本時の最後の発問「自分の命はどんな人たちに支えら
れているのでしょうか」の場面で、児童の一人が絵本
を手に取り、絵本の出来事を紹介して命が周りの人た
ちに支えられていることを説明していた。このように、
道徳において単元構成を図ることは、子供たちに教材
だけの世界で終わらせるのではなく、自分たちの日常
生活を強く想起させ、教材と結びつけ心情をより深く
育んでいくことができるのである。
　授業後の子供の振り返りには、「自分の命は色んな
ひとに支えられていると思いました。お母さんやお父
さん　おじいちゃん　おばあちゃん　のうかさん　ゴ
ミしゅうしゅう車とかそうゆ（い）うしごとがないと
じぶんは生きられない。ほんとにかんしゃしないとい
けないと思います。」という記述や、「今日の授業で思っ
たことは、私の身近な人から知らない人まで、いろん
な人が私を支えてくれているんだと思ったことです。
私は大人になっても食べ物や生活にひつような物でい
ろんな人に支えられないと生きていけないから、動物
にかんしゃするだけでなく、働いてお金をかせいで食
べ物をくれる家族などにもかんしゃしていきたいで
す。」という記述が見られた。「のうかさん」や「食べ物」
という記述からは、環境学習アドバイザーの松本氏に
よる動物園連携授業での学びが生かされている可能性
がある。また、「ゴミしゅうしゅう車」という記述は、
これまでの社会科の授業での学びや子供自身の生活経
験と結びつけて考えたために出てきたと考えられる。
　ただ上述の振り返りのように、既習事項と生活とを
むすびつけた記述をした子供は多くなかった。これま
での教科等や総合的な学習の時間等で学んだ知識と子
供自身の体験や生活経験などを結び付けて、我がごと
として思考を深められるような授業展開については、
今後も改善を重ねていく必要があった。
4.  考察
　今回の授業を行うに当たり、本時の授業が総合的な
学習の時間や国語、理科との結びつきがあることをよ
り一層意識して取り組むことができるように工夫され
た点として、教室掲示などの教室環境による効果が大
きかった。（図 3、4、6、7、8）先ほどの絵本を紹介
した児童も、教室の前に陳列された絵本（図 7）を手
に取り命の場面を紹介していたが、授業中、目の前に
並べられた「命の絵本」は、児童の心情を多面的につ
なぎ合わせるのにとても有効的な環境であったと言え
よう。同様に教室の周りに「わうくらす」の体験記録
や「和歌山城公園動物園」との活動記録を掲示するこ
とで、常にこれまでの活動が児童の心の基盤となり、
本時の心情を深める場面の糧になったと言えよう。実
際、児童の発言の中には掲示物を確認し、全国で殺処
分された犬の数を使って行う場面も見られた。
　その上、教室環境を整え総合単元的に道徳を進めて
いくことは、単元学習を貫いている間は常に児童の心
にこのテーマが根付けられていることがわかる。単元
後半の教材「六さいのおよめさん」の授業を実践した
図 8　「わうくらす」の学習成果を示す教室掲示
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とき、教師が子供たちに向けて「今、何を学習してい
ますか？」と問うと一斉に「命」という答えが返って
きた。これは、単元構想がしっかりと位置づけられて
いたとともに、教室環境が常に「命」を意識していた
成果とも言える。授業中の発言の中にも随分前に学習
した国語科の「ちいちゃんのかげおくり」を取り上げ
た発言もあった。教材文が同じ小さな女の子の「死」
を取り上げたものであったので、戦争と病気という違
いはあれども国語科とのつながりが意識された瞬間で
あった。これも教室に掲示されていた授業記録（図 6）
が少なからず効果があったためであろう。
　このように、道徳科における単元構想は、他教科・
領域や日常生活ともしっかりとつながりを持たせ、子
供たちが多面的・多角的に考えを深め、教材の状況や
場面をもとに自我関与させる効果が大きいと言える。
　浅見（2018b）は、道徳科において「自己の生き方
について考えを深めることは、各教科等で学んだこと、
体験したことから道徳的価値に関して感じたことや考
えたことを統合させ、自ら道徳性を養う中で、自らを
振り返って成長を実感したり、これからの課題や目標
を見付けたりしていくことである。」と述べている。
上述の実践では、まさに各教科で学んだことや体験し
たことを、道徳科での発問と結びつけて考察し、授業
の最後には自らの生活に関連付けて振りかえりができ
ている。
　田村（2019）のいう、①宣言的な知識である「命の
大切さ」という知識が、総合的な学習の時間や理科、
特別活動での学びを通して多面的・多角的な知識とし
て構造化され、道徳科で扱った教材の内容である状況
と結びつき（③知識が場面や状況とつながるタイプ）、
④として示された、知識が価値とつながったと考えら
れる（p.12-15）。そのため、子供にとって命について
考えを深める学習になったと言える。
5.  おわりに
　以上のように、総合単元的に道徳教育を進めていく
ことは、道徳的価値と他教科・領域や日常生活とのつ
ながりを強固にし、子供たちに多面的・多角的な考察
を促し、価値について自我関与させるための有効な手
法の一つである。
　総合的な学習の時間や、理科や国語の各教科等で学
習した内容をもとに、道徳科の授業でそれらの知識を
統合し、構造化していくことで、知識が身体化される
ことは、道徳的態度を育成することにもつながるだろ
う。それは、今までの「道徳の時間」で批判された、「登
場人物の心情的な読み取り」に偏らない指導であり、
「自己の生き方について考えを深める」ための指導と
なるだろう。
　もちろん、総合単元的に道徳教育を進めていくだけ
でなく、要となる道徳科の授業づくりについて、一つ
ひとつの道徳授業の構成や展開もしっかりしていく必
要がある。加えて道徳的価値を育むために授業を創
意工夫していくことも大切で、総合単元的に道徳を進
めていくことと合いまると相乗効果が期待できるだろ
う。
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【資料１】道徳科の指導略案
本時の目標：自分の命がたくさんの支えの中であることを知り、命あるもの全てのものを大切にしようとする心情を
育てる。
本時の展開
